
日本近世の古文書
―くずし字解読と内容理解のために―

国文学研究資料館

太田 尚宏
OTA,Naohiro

1



1. 古文書の形（形態・記述様式など）を知る。

2. くずし字を解読する。

3. 候文（和様漢文体）を読み下す。

4. 文章の内容を理解する。

5. 古文書の記載事項や他の古文書・参考資料などを使って、史
料の作成意図や意義を理解する。
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「古文書を読む」とは…



古文書の形を知る
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総 称
General term

名 称
Type

状 Jō

(Rolled and pressed

document) 

竪紙 Tate gami

折紙 Ori gami

竪切紙 Tate kiri gami

竪継紙 Tate tsugi gami

横切紙 Yoko kiri gami

横切継紙 Yoko kiri tugi gami

冊子 Sasshi

(Booklet)

竪帳 Tate chō

横長帳 Yoko naga chō

横半帳 Yoko han chō

綴 Tsuzuri

(Binding)
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古文書の形態



竪紙
Tate gami

横に２つ折り

折紙
Ori gami

竪切紙
Tate kiri gami

貼り合わせ
縦に裁断

竪継紙
Tate tsugi gami
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状の作製過程と名称①



竪紙
Tate gami

横に切る

横切紙
Yoko kiri gami

貼り合わせ

横切継紙
Yoko kiri tsugi gami
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状の作製過程と名称②
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料紙の大きさは地域によって異なり、漉き枠の大きさによって
縦・横の長さが決まる

江戸時代の文書に使われる主な料紙と大きさ

和紙の種類
Tipology of Japanese paper

縦
length
(cm)

横
breadth

(cm)

判型
size

美濃大直紙 Mino oh naoshi 33 45 
大美濃判

Oh Mino ban

美濃中直紙 Mino chu naoshi 29 41 
美濃判

Mino ban
美濃小直紙 Mino ko naoshi 27 40 

石州半紙 Sekisyu banshi 25 41 

半紙判
Hanshi ban

土佐半紙 Tosa hanshi 24 33 

駿河半紙 Suruga banshi 22 30 

状のもとになる和紙
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袖
Sode

端
Hashi

天
Ten

奥
Oku

地
Chi

端
Hashi

状の各部には呼称があり、上部を「天」、下部を「地」、文章の始まる方（右側）を
「袖」、文章の終わり側（左側）を「奥」という。
また、「袖」の両端を「端」と呼び、「端」の裏側に書かれた文章を「端裏書」という。

端
裏
書

端裏書
Hashi ura gaki

「状」の各部の呼称
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「状」のいろいろ

竪
紙

折
紙

竪
切
紙

竪
継
紙

横
切
紙

横
切
継
紙



竪紙
Tate gami

竪帳
Tate chō

横長帳
Yoko naga chō

横半帳
Yoko han chō

縦に折る

横に折る
重ねて
綴じる

縦に折る
重ねて
綴じる 重ねて

綴じる

冊子の作製過程と名称
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「冊子」のいろいろ

竪
帳

横
長
帳

横
半
帳



くずし字を読む
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くずし字解読の基本

１．部首（偏旁冠脚など）から文字を類推
くずし方から部首を推定し、辞書で推定した部首の部分を調べる
最初は時間がかかるが、最も基本的な方法
部首のくずし方の特徴を覚えると、効率的に検索できる

２．筆の運びから文字を類推
漢字には筆順（書く順序）がある
筆の運びを見て、文字の全体像をつかむ

３．熟語・用例から文字を類推
読めた文字を含む熟語や用例から、読めない前後の文字を判断

４．文脈から文字を類推
候文の読み方に慣れ、表現の特徴から、読めない文字を判断
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変体がな

現在のひらがなは、一つの音に対して、一つの字母（もとになる漢字）が
充てられている（一音一字）

[例] あ＝安 い＝以 う＝宇 え＝衣 お＝於

現行のひらがなが一音一字となったのは、明治33年（1900）に制定され
た「小学校令施行規則」による
それ以前のひらがなには、一つの音に対して、多くの字母が存在した

[例] あ＝安・阿・悪・愛 い＝以・伊・意・移 う＝宇・有・雲・憂

現行のひらがなの字母以外の字母を使ったひらがなのことを「変体がな」
という
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変体がな一覧表
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助詞として使われる変体がな・漢文助辞の表記

助詞として使われる変体がな・漢文助辞の解読文での表記

歴史学では、候文で助詞として使われる変体がなの者（は）・江（え＝
へ）・茂（も）、漢文助辞の而（て）・与（と）については、もとの漢字を残して
小字で表記するのが一般的

これは、原文が小字で表記される場合が多い
ことや、活字製版上の都合（？）に由来

カタカナの「ニ」や漢字の「幷（并）」（ならびに）
も小字で示すことが多い

※「与」は、変体がなのときは「よ」、漢文助辞としては
「と」と読む

与
兵
衛
者

江
戸
江

参
り
候
、

茂
右
衛
門
与

安
吉
茂

同
道

ニ
而

御
座
候

与
兵
衛
は
江
戸
え
（へ
）参
り
候
、

茂
右
衛
門
と
安
吉
も
同
道
に

て
御
座
候
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カタカナで書くか ひらがなにするか

「二」「三」「八」（「之（し）」「世（せ）」）の解読文での表記

漢字の「二」「三」「八」（「之（し）」「世（せ）」）は、ひらがなの字母でもあり、
カタカナの字母にもなっている

歴史学の分野では、形を忠実に示す意図（？）から、「ニ」「ミ」「ハ」という
ように、カタカナ表記にするのが一般的である

「之（し）」「世（せ）」の場合は、それほど厳密ではなく、くずし方の程度に
よって、ひらがなとカタカナの双方を使い分けている

文学の分野では、変体がなであると解釈して、「に」「み」「は」（「し」「せ」）
と記すことが多い
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常用漢字と旧字体

常用漢字
日本では、公文書や出版物に用いる漢字が定められており、昭和21年
（1946）制定の「当用漢字」では、不統一だった正字体の一部に代わり、
略字体を正式な字体（新字体）として採用した。昭和56年（1981）には「常
用漢字」が定められ、平成22年（2010）の改定で2136字が使われている

旧字体
当用漢字の制定によって新字体に変わる前の字体を「旧字体」という

[例（旧→新）] 證→証 處→処 醫→医 廣→広 圖→図 臺→台
彌→弥 寶→宝 鐵→鉄 實→実 濱→浜 龍→竜

古文書の解読文の表記では、常用漢字のあるものは常用漢字に直し、
ないものはそのまま記すのが一般的
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異体字と合字

異体字
正字体（最も模範的といわれる字体、
1716年に清で編まれた『康熙字典』の
字体が典型）に対して、これとは異なる
字体を異体字という

解読文の表記では、異体字は正字（常
用漢字など）に直して記すのが一般的

合字
２文字以上の文字を合成して１文字に
したもの。かな合字の「ゟ」が特に有名。
漢字合字の粂（久米）・杢（木工）・麿
（麻呂）などもしばしば使われる



近世文書で使われる「候文」
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口語体と文語体
明治時代の言文一致運動などによって口語体（話し言葉に基づく文体）
が文章の主流になるまでは、書き物には文語体（書き言葉用の文体）が
使われた

候文
近世の公文書には、丁寧な言い回しを示す動詞「候(そうろう)」を文末に
置く「候文」と俗称される文語体が使用された
候文は、日本語の語順で並ぶ文章が中心であるが、一部に漢文由来の
定型の返読文字・再読文字が入る形が一般的である

送りがなや助詞に相当する部分にはひらがな（変体がなを含む）・カタカ
ナ・合字・漢文助辞（而・与など）が使われる
公式文書に近いほど、かなの部分が少なく、漢文調となる傾向が強い
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近世文書の文体
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和様漢文体（候文）の成り立ち

（平井義人氏作成）
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漢文・訓読文・候文

歳
月
不
待
人

歳
月
人
を
不
待

漢

文

訓
読
文

候

文

訓読文に使われる「返り点」

基
本
的
に
は
読
み
下
す
が
、
返
読
文
字
「
不
」
は
残
る
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返読文字
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助動詞は返読文字になりやすい



近世文書の様式に現れる身分・格式
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表題
Title

本文
Text

年月日
Date

宛所
Destination

差出人
Sender

古文書の記載要素

古文書の記載要素には、表題・本文・年月日・差出人・宛所などがある。このほか
に奥書・裏書・端裏書などが加わる場合もある
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将軍を頂点とする幕府と直轄領、大名領（幕末期に276藩、改易や新規取立で
変動があった）・旗本領・寺社領などからなる

将軍 Shôgun 幕府 Bakufu

government

大名 Daimyo
Feudal lord

旗本 Hatamoto
Direct retainers

寺社 Jisya
Shrines and temples

支配役所
responsible 

office

領民
common 
people

領分（藩）Han
domain

知行所 Chigyôsho
enfeoffment

寺社領 Jisharyô
holding for temples 

and shrines

御料 Goryô
imperial property

領民
common 
people

領民
common 
people

領民
common 
people

江戸時代の幕藩制支配システム
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将軍（徳川吉宗）が大名（松平丹波守光慈）にあてた領知朱印状

将軍の朱印が年月日の直下に置かれ、宛先の大名の名前が左下隅に書かれる

文書様式にあらわれる身分・格式
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幕府の宗門改役（保田若狭守宗雪）が大名（稲葉能登守信通）へあてた書状

折紙様式で差出人の諱・花押（書判）を添えて敬意を示す。宛先の大名は左上隅に記さ
れ、「貴報」という脇付が添えられている

文書様式にあらわれる身分・格式

諱

花押

脇付



①

（
朱

印

）



記述項目 記 載 事 項

資料群名 陸奥国弘前津軽家文書

番 号 22B/683

表 題 （陸奥国津軽郡・上野国勢多郡のうち4万7000石知
行につき朱印状）

年月日 寛文４年（1664）４月５日

差出人 （徳川家綱）

宛 所 津軽越中守とのへ

形 態 状（竪紙）

数 量 １通（包紙とも）

ノート 原文書は国文学研究資料館所蔵。国文研での表題は「厳有院
様（家綱）御朱印状写共」。
津軽越中守は弘前藩４代当主の津軽信政のこと。津軽左京は
信政の従兄弟の津軽信敏（黒石領主）、津軽一学は信敏の弟
の津軽信純。

①の基本データ
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〈補足〉 江戸時代の人名

稲葉 能登守 （橘） 信通
いなば のとのかみ たちばなの のぶみち

苗字 通称（仮名） 氏（本姓） 諱

• 苗字 家の名前。中国から日本に入ってきた「名字（なあざな）」が起源。江戸時代に
は「苗字」と書かれたが、明治以降は「名字」と書くのが一般的。地名・地形・方位・職
業などからとったものが多い。

• 通称（仮名：けみょう） 諱を使うことを避けるため、便宜的に用いられた名称。よく使
われる「〜左衛門」「〜右衛門」 「〜兵衛」「〜助」「〜之丞」「〜之進」などは、古代の
官職にちなんで鎌倉時代以降に普及した。従五位下（諸大夫）以上に与えられる官途
名や、文人などが付ける雅号も通称の一種と分類される。

• 氏（本姓） 家系をあらわす名称で、古代以来の氏族名を用いるのが通例。苗字との
違いは、氏が朝廷から下賜されたものであるのに対し、苗字は自分で名乗ったものと
いう点である。江戸時代の武家の出自は、地方の土豪など身分の低い者であったた
め、江戸初期に家系の貴種性を主張するため、氏（本姓）を作り出したものが多い。

• 諱 本名のこと。古代には、貴人や死者を本名で呼ぶことは避ける（忌む）習慣があっ
たため、そこから転じて「本当の名前」を指すようになった。


